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群馬県にお ける ヒメ トビウンカの薬剤感 受性

岩田直記 ・田村利行・高山隆夫

(群馬県農業総合試験場)

群馬県におけるヒメ トビウンカの殺虫剤抵抗性につ

いては浜(1984)の 報告があるが,更 に的確な防除指導

の資料 として,各 種薬剤 に対する感受性 の程度や地域

性 を検討 したのでその概要を報告する。

なお,供 試虫を分与 していただいた全農農業技術セ

ンター野々下和義氏に深謝する。

試 験 方 法

1)供 試虫

1984年10月,前 橋市江木町,高 崎市中大類,館 林市

当郷,太 田市韮川,吾 妻町原町の水田において採集 し

た成虫を芽出し苗で3～4世 代増殖 させて用いた。

感受性系統 としては平塚の成虫を1世 代増殖 させて

供試 した。

2)検 定方法

長翅型雌成虫を用い局所施用法によった。各薬剤(純

度90%以 上)の メタノール希釈液0.08μ をマイクロシ

リンジにより成虫背面に滴下 した後,イ ネ幼苗を入れ

たガラス管(3cmφ ×12cm)に 収 容 し,25℃,24時 間後

の生死を判定 した。各薬剤4～6段 階の濃度 をとり,

そ れぞれ10頭 を供試 し,3反 復 とした。

結果及び考察

県内5ケ 所から採集 したヒメ トビウンカについて,

現 在,防 除基準 に採用 されている薬剤の うち,カ ーバ

メー ト剤2種,有 機 リン剤3種 の5薬 剤に対する感受

性 を検定 した。

1982年 の館林市当郷産の検定で,有 機 リン剤の感受

性低下 をみている(浜,1984)が,本 調査で も,カ ーバ

メー ト剤 に対する感受性が高いのに対 し,有 機 リン剤

に対する感受性の低下は著 しく,感受性系統 に比べて,

ダイアジノン,MPPで 約10倍,MEPで は約30倍 程 度

の抵抗性比を生 じていた。 この傾向は各地区ともほぼ

同様で,地 域間において供試薬剤に対する薬剤感受性

の差異 はほとんど認め られなかった。

このことか ら,有 機 リン剤 はヒメ トビウンカ防除剤

として県下全域で効力不足 と判断されるので,有 機 リ

ン系単剤の使用 を避けるよう指導するとともに,今 後

も薬剤感受性の変動には十分注意 を払 っていきたい。
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